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研究成果の概要(和文)：北欧福祉国家におけるインクルーシブ教育を歴史的、理論的、制度的、

実践的に分析した。史的展開及び制度確立は、義務教育制度開始から障害児学校設置、特別学

級分離、インテグレーション志向、インクル―シブ教育への転換等に注目した。理論及び実践

は、福祉国家構想の展開と社会民主主義的アプローチ、全ての者の学校概念と統一学校構想の

具体化、ノーマライゼーション、インテグレーション、インクルージョンの浸透を分析した。 
 
研究成果の概要(英文)： 
I analyzed the Inclusive education in the Nordic welfare states from points of views in 

historical, theoretical, systematical practical. I focused historical and systematical 
events as starting compulsory education system, establishing special schools, separating 

special classes, orienting integration, transformation of inclusion. For theory and 
practice aspects, I discussed the expanded of social welfare states system, social 

democratic approach and concretization of unified school, spreading the idea of 

normalization, integration and inclusion. 
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研究分野：特別支援教育 
科研費の分科・細目：教育学・特別支援教育 
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１．研究開始当初の背景 

グローバリゼーション、多文化・多民族化
が進行する現在において、北欧型福祉国家と
いうレジームが現在どの程度有効であるの
かを検証し、その国家体制のもとでのインク
ルーシブ教育の位置づけを比較検討する必
要であると考える。また本研究で着目するイ
ンクルーシブ教育は国連の「特別なニーズ教
育に関するサラマンカ声明と行動大綱

(1994)」によって明確に位置付けられたとさ
れるが、ノーマライゼーション発祥の地であ
る北欧では、インテグレーションの提唱のも
とですでにインクルーシブ教育の実践を行
ってきた経過があり(Rosenqvist,J.2003)、
北欧のインクルーシブ教育を歴史的・理論的
に整理することは有用であろう。デンマーク
教育大学の Egelund,N.教授、ノルウェー・ス
タヴァンゲル大学の Haug,P.教授、スウェー
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デン・イェーテボリ大学の Persson,B.教授も
「スカンディナビア」という視座でスウェー
デン、デンマーク、ノルウェーのインクルー
シブ教育の展開を分析し、類似点の多い北欧
福祉国家においても、その展開には差異があ
るがゆえに示唆的だとする。石田(2007)も、
北欧におけるインクルージョン・システムを
分析する過程で、北欧では、「みんなのため
の学校」として、あらゆる子どもたちに個々
の特性、可能性、特別なニーズに適した教育
を提供する学校づくりが目指されているが、
教育制度には相違がみられたと指摘する。そ
の相違点にこそ、北欧各国のインクルーシブ
教育の実相解明の手掛かりがあると考える。
以上を踏まえて本研究では、北欧福祉国家に
おいてインクルーシブ教育がいかに類似点
と相違点を内包しつつ展開、実践されている
か検討することを目的とする。 
２．研究の目的 

本研究の全体構想は、北欧福祉国家の形成
に象徴される社会政策・教育政策と、通常教
育改革およびインクルーシブ教育の成立の
関係を検討することである。北欧福祉国家と
は EspingーAndersen、G.(1990)が指摘する普
遍主義型(社会民主主義型・北欧型)レジーム
の類型を意味しており、スウェーデン、デン
マーク、ノルウェー、フィンランドを研究対
象として想定している。その中で本研究の具
体的な目的は、北欧福祉国家においてインク
ルーシブ教育がいかに展開し、実践されてい
るかを歴史的、理論的、制度的、実践的に明
らかにすることである。 
３．研究の方法 

本研究は、先行研究の収集及び分析による
文献研究と現地の行政機関および学校を訪
問する調査研究から構成される。 

平成 21 年度には、インクルーシブ教育が
成立する社会的背景とインクルーシブ教育
の歴史的展開を検討した。訪問調査研究では
フィンランドを訪問し、各国の実態調査を行
った。平成 22 年度には、インクルーシブ教
育理論の比較について先行研究検討を中心
に行った。フィンランド、デンマークを訪問
し、各国の実態調査を行った。平成 23 年度
には、インクルーシブ教育制度について、先
行研究検討を行った。訪問調査研究ではノル
ウェー、デンマーク、スウェーデンを訪問し、
各国の実態調査を行った。平成 24年度には、
インクルーシブ教育実践について、先行研究
検討を行った。訪問調査研究ではフィンラン
ド、デンマーク、スウェーデンを訪問し、各
国の実態調査を行った。また各国で訪問調査
を実施する際には、通常入手困難な一次資料
の収集を行った。収集した文献は二次的な先
行研究とともに文献研究に用いた。 
４．研究成果 
平成 21 年度には、スウェーデン、デンマ

ーク、ノルウェー、フィンランド各国におけ
る福祉国家形成や社会政策などに関する政
党の政策・スローガンなどを検討しつつ、と
くに教育政策の展開およびインクルーシブ
教育の萌芽・成立・展開過程を分析した。ま
た、インクルーシブ教育の史的展開は、義務
教育制度開始から障害児学校の設置、通常学
級からの特別な学級の分離、インテグレーシ
ョンの志向、インクルーシブ教育への転換な
ど、メルクマールとなる事項を意識しつつ、
各国におけるインクルーシブ教育の系譜を
明らかにした。訪問調査研究の対象国は、日
本国内における研究資料の乏しいフィンラ
ンドとした。とくにヘルシンキ市においての
実地調査を行った。現地ではとくに教員養成
制度や学力向上とインクルーシブ教育の関
連について調査を行った。 
平成 22 年度には、インクルージョンの捉

え方は各国によって異なるため、インクルー
シブ教育を実現するための思想的背景を明
確にする必要がある。よってまず各国におけ
るインクルーシブ教育の理論的な整理を行
った。具体的にはノルウェー工科大学の
Tøssebro,J.ら北欧の研究者による共同執筆
「インテグレーリングとインクルデーリン
グ」(2004)などの先行研究を手掛かりに、各
国におけるインクルーシブ教育概念の相違
点を中心に分析した。概念整理の観点は、第
一に福祉国家構想の展開と社会民主主義へ
のアプローチ、第二に「すべての者の学校」
概念と統一学校構想の具体化、第三に「ノー
マライゼーション」、「インテグレーション」、
「インクルージョン」の浸透であった。訪問
調査研究の対象国は、フィンランドおよびデ
ンマークであった。平成 22 年度の北欧最大
の教育系学会である北欧教育学会がフィン
ランドのユヴァスキュラ市において開催さ
れたため、研究発表や研究協議を兼ねてフィ
ンランドを訪問し、ユヴァスキュラ大学附属
小学校において現地調査を行うとともに資
料を収集した。また北欧 4カ国のうちでは比
較的「自由」、「選択」を重んじるデンマーク
を訪問して、いかに個人の自由と結果の平等
を融合させてきたのかを調査・分析した。 

平成 23 年度の具体的な研究実績は以下で
ある。第一に、インクルーシブ教育を推進す
る専門家としての教員養成制度の比較研究、
第二に、地方分権下における新たな学校制度
構築のための意思決定プロセスの解明、第三
に、ノルウェーで導入されているインクルー
シブ教育を創造するための LPモデルの分析、
第四にインクルーシブ教育における特別学
校の役割の検討である。これらの研究を通じ
て各国の制度的特色を明らかにした。第一の
結果からは、現在議論されている教員養成課
程や研修による教員の専門性向上の方略が
明らかになった。第二の結果からは、インク



 

 

ルーシブ教育を進めるために不可欠な地方
分権の推進プロセスおよび民主的で経済的
な教育制度改革が分析された。第三の結果か
らは、通常学級においてインクルージョンを
進めるために、同僚性と省察に基づく通常学
級教育環境の改善が常に必要であることが
示された。第四の結果からは、インクルーシ
ブ教育制度の多様性や修学支援システムの
保障、子どもの教育的ニーズに対応するため
に必要とされる「分離的統合」の視点から各
国の教育制度を検討することができた。 

平成 24 年度の具体的な研究実績は以下で
ある。第一に、デンマークの地方分権の推進
とインクルーシブ教育の具体化の研究、第二
に、スウェーデンの就修学支援システムと保
護者との合意形成システムの解明、第三に、
スウェーデンのインクルーシブ教育におけ
る個の学習保障と学び合う集団形成の検討、
第四にスウェーデン・パティレ市における知
的障害者の就労支援の検討、第五にフィンラ
ンドにおける段階的支援としての特別教育
と個別計画の活用、である。これらの研究を
通じて各国の制度的特色を明らかにした。 
第一の結果からは、地域性・多様性を全体と
する地方分権に伴う教育改革も、3 つ程度の
方向性において分類できる可能性が示唆さ
れた。第二の結果からは、就学のみならず修
学を支援する過程で、保護者の教育選択と地
方自治体の教育を受ける権利保障の義務を
共存させる制度構築の方略が示された。第三
の結果からは、スウェーデンにおいては個の
学習保障の方法として集団による学習が活
用されていることが明らかになった。第四の
結果からは、日中活動保障から一般就労への
移行支援がソーシャルインクルージョンと
して強化されていることが分析された。第四
の結果からは、インクルーシブ教育を段階的
支援として具体化する方法の一例が示され
た。全ての研究成果は学会発表および論文執
筆によって公表した。 
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